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8eauveria bassiana製剤 (NBL-2)のナミハダニに対する防除効果

増田{変雄キ・宮田将秀ネ・樋口俊男本本

Effect of Pilot Formulation of Beαuueria bαssrαnα(NBレ2)on Contr‘01 

of Two-spotted Spider Mite， Tetrαnychus urticαE 

Toshio MASUDA¥Masahide MIYATA' and Toshio HIGUCHI'本

ポット植えのインゲンマメを用いて Beαuuenαbαssrαnα 製剤JNBL-2のナミハダニに
対する防|徐効果を検討した.その結果， 1 XlO'分生子Iml散布区 1X 101分生子Iml散
布区では，対照|玄(水)に比較して議度抑制が認められたものの，散布後にナミハダニ数

が増加し，防除効果は不十分であった.一方， 1 x 10'分生子Iml散布区でtはナミハダ也ニ
数の増加は認められず，高い防除効果を示した 同時に発生したミカンキイロアザミウマ

に対しては，各散布区で密度度抑制効果が認められ，とくに 1X 101分生子Iml散布ほと
1 x 10'分生子Iml散布区で防除効果が潟かった

K巴ywords: Beαuuenαbαssiαna， entomopathogenic fungus， Frαnkliniella occidentαlis， 

microbial control， Tetranychus urticae 

Beαuueria bαssrαnα 製剤IJNBL-2は， コナガ Plutellα

xylostellαに強い病原性を示す MG-Bb-1株 (2， 3) 

を日東電工株式会社が製剤化したもので，すでにキャベ

ツのコナ力会紡i徐に有効であることが示されている (4). 

また， MG-Bb-1全米は， コナガだけでなくモモアカアブ

ラムシ Myzuspersicαeやミカンキイロアサ、ミウマ

Furαnkliniellαoccidentαlis，ナミハダニ Tetrαnychus

urticaeに対して病原悩を有することが確認されている

( 4 ). B. bassianαがハダニ類やホコリダニ類に寄生す

ることは知られているが(5 )，本闘を用いたハダニ類

の微生物的防除の報告は，著者がイチコdで、実施したナミ

ハダニとチワカフリ夕、ニ Phytoseiuluspersimilisの刊十

用実験(4)のほかは，見あたらないようである.ナミ

ハダニは薬剤抵抗性の発達により効果的な薬剤がきわめ

て少なく，野菜，花き，果樹などの関芸作物では施設，

露地を問わず， もっとも重要な害虫であることから， N

Bレ2のナミハダニに対する紡除効果をポット試験で検

討した.

材料および方法

B.bαssrαnα 製剤JNBL刊2(日東需工株式会社製)は，

宮城県農業・園芸総合研究所分離株 MG-Bb-lf朱を変ふ

すまで悶形培養した後，送風乾燥させ，この培養物をエ

ンボス付不織布パックに入れたものである.木製剤は，

散布開始1時間前に所定議の水道水に投入して培養物内

の分生子を放出させておき，散布鐙前に製剤パックを取

り除いた後，分生子濃度を調整して使用した.

2004年6月21日に，インゲンマメ(つるなし長鶏菜豆)

をプラスチックポット(直径18cm，高さ15cm)に鉢上

げし，側面および天窓を解放した鉄骨ハウス内に静置し

て， 6月25日の第 l匝製剤散布6時間前にナミハダニを

放飼した.試験区は， NBL-2の 1xlu8分生子Iml散布

区， 1 X 101分生子Iml散布区， 1 x 10'分生子Iml散

布区，水道水を散布した対照区とし，各民それそ、れ7ポッ

トで実験を行った. 6月258，30臼 7月5日の 3回，

いずれも午後5時前後に各濃度に希釈した散布液を肩掛

け噴霧機で散布した.

調査は，第 1回製剤散布前は初生葉2枚について，そ

の後は，新しく皇室葉した複葉を順次調査に組み入れ，ナ

ミハダニの幼・若・成虫数を計数した.結果は，ー複葉

(小葉3枚)当たりの寄生虫数で示した.ただし，初主主

主主については2枚とカウン卜した.また， 自然発生した
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ミカンキイロアザミウマガ]・成虫数についても同様に調 度指数も高いことから防除効果という点では実用的では

査した.実験に用いた鉄骨ハウス内の温度および濃度は， ないと考えられる.一方， 1 x 10'分生子Iml散布院で

温・浪度測定データロガーにより計測した. はナミハダニの発生を完全に抑える効果はないもののそ

の数は増加せず，補正密度指数も若干:の変動はあるが7

結果および考察 月16日には12.5となり，防除効果が認められた.

B.bαSS1αnα製剤jNBL-2のナミハダニに対する防除5(}J NBL-2のミカンキイロアザミウ?に対する防徐効果

巣を第 1表に示した.製剤散布前の 6月25臼のナミハタ を第 2表に示した.各区とも 8月初日までは漸増傾向で

ニ寄生密度は，各区ともほぼ伺数であった. 1回目散布 あったが 7月5日に対日号区で密度が急lt隠した. 2004年

から 3臼後の 6月初日には各区とも寄生密度が増加し， はミカンキイロアザミウマの聖子外での飛来ピークが 6月

5日後の 6月30日までは各区の密度に有意去をは認められ 下旬から 7月上旬にかけてみられたことから(増田未発

なかった. 1回目散布10日後で 2田日散布5臼後の 7月 表)，この急増は野外からハウス内への飛び込みによる

5日以降は散布区と対照区の潤に有意差が認められ，数 ものと考えられる.野外からの飛び込みが多い中で，各

布区は対照区に比べ明らかに密度が抑制された. しかし， 濃度散布区は対照区よりも低密度で推移し， 1 x 10'分

1 x 10'分生子Iml散布区および 1x 10'分生子Iml数 生子Iml散布区では密度抑制効泉はやや低いものの，

布i玄ではナミハダニの寄生密度は増加しており，補正密 1 x 10'分生子Iml数布区および 1x 10'分生子Iml散

第 1表 βeauvenαbαSS1αηα製剤jNBL-2のナミハタニに対する防除効果

1葉あたりの幼・若・成虫数〔補正密度指数"J

散布濃度 調査月 日(散布後日数)

(分生子/ml) 8月25日付zl 6 R28日 6 R30日お 7月5日匂 7月9日 7月16EI 

(0，一，一)3) (3，一，一) (5，0，一) 00，5，0) (14，9，4) (21， 16， 11) 

1 X10' 49.1 71.8 42.2 63.7a [51.0] 123.9a [108.5J 145.4a [ 56.4] 

1 X 107 47.3 60.3 38.3 41.2ab[ 34.3] 105.1ab[ 95.6] 106.2ab[ 42.7] 

1 x 10' 48.4 71.9 29.7 21.3b [ 17.3] 45.3b [ 40.2] 31.8b [ 12.5] 

対照(水 50.4 78.2 53.7 128.1c [100] 117.2a [100] 264.8c [100] 

対照区散布前虫数 処理区散布後虫数
1)補正街度指数=-:-c---'c-:-:------:-'-:-:-X X 100. 

対照区散布後虫数 処深夜散布前虫数

2 )散布院は※で示した.

3) ( )内の数値は，左から 1回目散布後日数 2回目散布後日数 3回目散布後日数である.

4)同一英文字で示した数値聞には有意差がない (Tukey'stest， p>0.05). 

第2表 BeαuveriαbαSS1αnα製剤IjNBL-2のミカンキイロアザミウ?に対する防除効果

l葉あたりの幼・成虫数[補正密度指数1)J 

散布濃度 調査月 日(散布後日数)

(分生子/ml) 6月25白日〉 8月28日 6月30日ω 7月5目、 7月 9日

(0，一，一)3) (3，一，一) (5，0，一) (10，5，0) 04，9，4) 

1 X106 6.1 8.1 8.7 43.9ab[ 61.5] 29.1a[ 47.6J 

1 X 107 4.8 6.9 6.9 14.7a[ 26.2] 19.0a[ 39.5J 

1 X 108 3.8 6.8 7.2 12.1a[ 27.2] 17.8a[ 46.8] 

対照(水 5.1 9.1 9.4 59.7b[100] 51.1a[100J 

対照区散布前虫数 処理区散布後虫数
1)補疋密度指数----'-.，-..---"--.X ._--，_..，._-".. X 100 

対照、区散布後虫数 処理区散布前虫数

2)散布羽は※で示した.

3) ( )内の数値は，左かれ回目散布後日数 2剖目散布後日数 3回目散相知数である

4)伺一英文字で示した数値障には有意差がない (Tukey'stest， p>0.05) 
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7月16EI 

(21， 16， 11) 

20.6b[ 18.3] 

l1.1b[ 12.5] 

9.4b[ 13.4] 

94.0a[100] 
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布区では高い効果を示した.ナミハダニでの場合と同様，

その効果は完全に抑えるのでなく低密度を維持するもの

であった.

ハウス内の温湿度を第 1 図に示した.混度は15~450C

で推移し，昼間高く，夜間は低い条件であった.湿度は

20~100%の間で推移し，夜間は100%にiEi:い高湿度となっ

たが，昼間は低下.する条件であった.本菌株は350C以上

の漏度条例ニでは生育が著しく思議され， 75%以下の湿度

条例二では感染率が大きく低下すると考えられるが(1，

2， 3)，本試験では温度が低下し湿度が上昇する夕方

に散布したため，ヌド菌の感染による密度抑制効果が認め

られたものと考えられる.

ナミハダニは薬剤抵抗憾の発途により，効果的な楽斉Ij

がきわめて少ないことから，施設園芸，果樹園芸の最重

要答虫である.これは， ミカンキイロアザミウマについ

ても悶様である.本実験の結果，B.bassiαnα製剤NBL

2は比較的高い散布濃度を必要とするが，これらの害虫

試験に用いた鉄骨ハウス内の祖・湿度

に対して防除効果を示すことが明らかとなった.ハダニ

類に対する微生物的妨除の事例はきわめて少ないことか

ら，今後は有用菌株の検索も含め，実際の磁場における

効果的利用技術について検討していきたい

第 1図
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